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ニッキン投信情報の連載『黄金時代到来！？なるほどインド講座』
の第5弾が公開されました!

英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイ
ナンシャル社、および英国のM&G社の子会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

ニッキン投信情報（10月14日号）にて、弊社取締役営業マーケティング本部長の面谷祥友による連載『黄金時代到来！？
なるほどインド講座』の第5弾が公開されました。
本連載は計12回（毎月1回）を予定しています。
第5回目となる本紙では“ポートフォリオ提案におけるインド株式組み入れの効果”について寄稿させて頂きました。
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＜当資料に関してご留意いただきたい事項＞
○当資料は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社が、情報提供を⽬的として作成した資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰資料ではありません。ま
た、特定の⾦融商品の勧誘・販売等を⽬的とした販売⽤資料ではありません。○当資料は、信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしもそ
の正確性、完全性を保証するものではありません。○当資料の内容は作成⽇時点のものであり、当社の⾒解および予想に基づく将来の⾒通しが含まれることがあ
りますが、将来予告なく変更されることがあります。また、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。○当資料で使⽤しているグラフ、パフォーマンス
等は参考データをご提供する⽬的で作成したものです。数値等の内容は過去の実績や将来の予測を⽰したものであり、将来の運⽤成果を保証するものではあり
ません。○当資料では、個別企業に⾔及することがありますが、当該企業の株式について組⼊の保証や売買の推奨をするものではありません。○当社による事前
の書⾯による同意無く、本資料の全部またはその⼀部を複製・転⽤並びに配布することはご遠慮ください。

本連載記事については
2ページ目をご覧下さい。
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図表 インド株式の追加でポートフォリオの 

リスク・リターンが改善 

本稿は執筆時点での情報に基づく筆者の個⼈的な⾒解であり、イーストスプリング・インベストメンツ
株式会社の公式⾒解ではありません。 

出所︓Bloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。 ※期間︓2014年8⽉末〜2024年8⽉末、⽉
次。⽶国株式︓S&P500種指数、⽇本株式︓⽇経平均株価指数、インド株式︓Nifty50指数、トータル・リターン（ネット）。ブ
ルームバーグの為替レートを使用。※⽉次リバランスを前提に試算。リターンとリスクは各指数（円換算）の⽉次騰落率および標準偏
差を年率換算、単位は％。 ※上記は⼀定の前提の下で計算したシミュレーションであり、実際のパフォーマンスとは異なります。取引に
かかる⼿数料等のコストは考慮されておりません。また、指数に直接投資することはできません。※各指数の⽐率は⼀例として試算した
ものであり、推奨する⽐率ではありません。※上記は参考データをご提供する目的で作成したものです。上記は過去のデータをもとにした
試算であり、将来の運用成果を保証するものではありません。
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政治的な不透明感を抱える日米とは対照的に、

モディ首相が３期目をスタートしたインドは、

政治の安定感を背景に、インド国内外の投資家

からの資金フローに支えられ株式市場が堅調に

推移しています。日本国内でもインド株式ファ

ンドへの注目が高まり、2024年のファンドのカ

テゴリー別資金流出入動向では、インデックス

ファンドやＥＴＦを除くアクティブファンドに

おいて、インド株式ファンドが資金流入の上位

となっています。新ＮＩＳＡ制度のスタートを

追い風に、長期投資や資産形成のための投資対

象として支持を得ています。 

ソブリン・ウェルス・ファンドの 

インド投資 

国家の金融資産を運用するソブリン・ウェル

ス・ファンド（政府系ファンド。以下ＳＷＦ）

の動向は、その運用規模の大きさから世界中で

注目されています。私が23年12月にインド現地

で企業訪問した際に印象に残っている話題とし

て、有名なＳＷＦであるカタール投資庁による

インド投資をご紹介します。インド最大のコン

グロマリット企業であるリライアン

ス・インダストリーズは、もともと石

油化学を中心とした大手財閥ですが、

近年では小売り事業や通信事業も拡大

し、特に通信事業ではインド国内の携

帯電話加入者数でシェアトップを占め

ています。23年８月にカタール投資庁

が、そのリライアンスの小売り事業に

対して約828億インド・ルピーの出資を

行い、0.99％の権利を取得しました。

出資額から算定される企業価値が、リ

ライアンス・インダストリーズの一部

門である小売り事業だけで8.28兆イン

ド・ルピー（当時の為替レートで約14.6

兆円）と評価された点にも驚きました

が、同時にＳＷＦによるインド企業へ

の投資としても強く印象に残っていま

す。一般的にＳＷＦは、国富の拡大を目的に長

期投資の観点から対外資産への分散ポートフォ

リオ投資を行っています。カタール投資庁も、

長期、分散ポートフォリオ投資の観点からイン

ド投資を行っているのだと思います。 

インド株式でリスク・リターン改善 

インドの名目ＧＤＰは、個人消費と投資（総

固定資本形成）が約90％を占める内需中心の経

済構造のため、世界景気の影響を受けにくい特

徴があります。そのため、米国株式などとは異

なる値動きをし、相関性が低い傾向があります。

先進国株式や米国株式を中心に投資を行ってい

る方は、ポートフォリオにインド株式を追加す

ることでリスク分散効果が期待できます。過去

10年間のパフォーマンスを基に、日本株式と米

国株式それぞれ50％のポートフォリオに対して、

インド株式を20％組み入れる試算を行ったとこ

ろ、リスク・リターンの改善が見られました（図

表参照）。 

長期投資、時間分散、資産分散の重要性 

インド株式投資においても「長期投資、時間

分散、資産分散」は基本かつ重要です。インド株

式の見通しが良く、パフォーマンスが良いから

といって、資産の大半をインド株式に集中投資

するようなことは避けるべきです。それでは米

国株式やテクノロジー関連株式に一極集中で投

資しているのと変わりありません。複数の資産

との組み合わせでポートフォリオのパーツとし

て長期投資の観点から保有することが重要です。 

（執筆：イーストスプリング・インベストメンツ 

 取締役 営業マーケティング本部長 面谷祥友） 
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